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KIGA FOOTBALL CLUB NEWS 

～～～～Seize the momentSeize the momentSeize the momentSeize the moment！！！！ Go beyond your limits Go beyond your limits Go beyond your limits Go beyond your limits．．．．～～～～    

「「「「全信全信全信全信」～」～」～」～Nothing is impossible.Nothing is impossible.Nothing is impossible.Nothing is impossible.～～～～    

 

１．RESULTS 

＜第８９回平成２２年度全国高等学校サッカー選手権大会静岡県大会＞ 

    「「「「４４４４回戦進出回戦進出回戦進出回戦進出するもするもするもするも・・・・・・・・・・・・２２２２次次次次リーグリーグリーグリーグ進出進出進出進出はははは夢夢夢夢にににに終終終終わるわるわるわる」」」」    

１次トーナメント 

１回戦 

  ９／ ５（日） ○ ５－０ 吉原工業（新居Ｇ） （得）山下、坪井２、川邊、今田 

 ２回戦 

  ９／１１（土） ○ ４－１ 沼津東（沼津東G） （得）山下、川邊、OG、坪井 

 ３回戦 

  ９／１２（日） ○ １－０ 静岡南（清水東G） （得）今田 

 ４回戦 

  ９／１８（土） × ０－３ 浜松開誠館（浜松開誠館G） 

 

※まず始めに、今大会も本当にたくさんの方々がチームを応援・サポートしてくださったことに心

から感謝申し上げます。 

夢の舞台「２次リーグ（ベスト１６）」へ向かって挑んだ高校サッカー最大の大会である「選手権」

であったが、２次リーグ目前の４回戦で力尽きた。２年前の選手権では気賀高校初の４回戦進出

を果たしたもののシード校の常葉橘に１－４で敗れ、昨年は初戦の２回戦で磐田北に１－１から

PK戦の末敗れてしまった。今年は５月の総体予選終了後も、３年生１１名（大窪、川合、堀田、

白畑、平澤、坪井、山下、今田、真瀬、松原、マネージャー中村）がチームに残り「選手権」「ユ

ースリーグ」へ向けて活動してきたが、「選手権２次リーグ」の夢はあと一歩のところで叶わなか

った。 

 しかし、「負けたら終わり」という緊張感の中、３年生を中心にチームの持てる全ての力を発揮し

最後まで戦い抜けたことは非常に価値のあるものであった。選手、マネージャー、スタッフ、保

護者、OB、友人、先生方・・・チームに関わる全ての人達の力がチームを４回戦まで導いてく

れた。選手権という最高の舞台で４回戦まで全力で戦えたことはチームにとって大きな財産にな

るはずである。「KIGA FOOTBALL CLUB」の「誇り」を胸に今後も更なる高みを目指しチャレ

ンジし続けたい。 

 ＜２回戦VS沼津東 １－４＞ 

  相手のホームグランドでのゲーム。前半先制を許す苦しい展開ながら、後半２０分から一気に

４点を奪う大逆転で勝利。 

＜３回戦VS静岡南＞ 

連戦の疲労からか、終始ペースが上がらず、決定機も決まらずにPK戦を覚悟した後半ロスタ

イムに今田のスーパーゴールで劇的勝利。 

 ＜４回戦VS浜松開誠館＞ 

  前半ペースを握り、堀田のシュートがポストに当たるなどチャンスを作ったがゴールできず、

逆に前半残り５分に失点。後半もCKから２失点し、２次リーグ進出ならず。 



＜静岡県サッカーユースリーグ県Cリーグ参入戦＞ 

「「「「県県県県リーグリーグリーグリーグ昇格決定昇格決定昇格決定昇格決定！！！！！！！！いよいよいよいよいよいよいよいよ県県県県ののののステージステージステージステージへへへへ！！！！」」」」    

西部ユースリーグ１次リーグ（５月～７月） 

 ６勝０敗→１位、２次リーグ進出 

西部ユースリーグ２次リーグ 

  ８／１１（水） △ １－１ 浜松西  （得）今田 

８／１２（木） ○ ６－２ 浜松大平台（得）川邊２、山下２、堀田２ 

８／１３（金） ○ １－０ 浜松江之島（得）今田 

２勝１分、勝点７、得失点差＋５、総得点８、総失点３→総得点で浜松西を上回り１位 

  

県Cリーグ参入戦（６チーム中上位３チームが来年度県Cリーグ昇格） 

   ９／２３（木） ○ ３－２ 清水西（清水総合G）  （得）坪井、川邊、OG 

   ９／２５（土） ○ ２－０ 静岡東（気賀G）    （得）川邊、松原 

  １０／ ２（土） ○ ２－０ 富士宮北（馬郡G）   （得）坪井、今田 

  １０／ ３（日） ○ ７－２ 浜松湖南（オイスカG） （得）坪井、川邊３、川合３ 

  １０／ ９（土） × ２－３ 加藤学園（富士宮北G） （得）川邊、平澤 

   ４勝１敗→３位以内確定、Cリーグ昇格 

 

※高校生年代の大きな大会では、高校総体・高校サッカー選手権・新人戦等の「カップ戦」と、 

西部地区リーグ→県Cリーグ（１２チーム）→県Bリーグ（１０チーム）→県Aリーグ（８

チーム）→東海プリンスリーグ２部（８チーム）→東海プリンスリーグ１部（８チーム）→全

国プリンスリーグ（１０チーム）と年度毎に昇格・降格があり、年間を通じて行われる「リー

グ戦」とがある。チーム力を評価する際に、リーグ戦においてどのカテゴリーのリーグに所属

しているかということが、ここ数年では一般的な基準になってきている。 

 ４年前に初めて西部地区リーグの２次リーグに進出してから、４年連続で西部の壁を越えられ

ずに悔しい想いをし続けてきた。今回は２次リーグ５度目の挑戦で、「ようやく」西部代表の座

を掴むことができ、県Cリーグ参入戦へ進出することができた。 

 選手権敗退後に行われた参入戦では、「３年生にとってのラスト５試合を全勝して県 C リーグ

に昇格する」という強い気持ちで臨んだ。結果的に最終戦は敗れてしまったものの、４勝１敗

で３位以内を確定させ来年度の県Cリーグ昇格が決まった。 

 本格的な強化を始めてから６年目、「県リーグ昇格」という目標をようやく達成することができ

た。しかし、「常に県の上位で戦っていけるチーム」になるためには、ここからがスタートであ

る。県リーグでの厳しい戦いの中から学び取れることは無数にあるはずである。「県 B リーグ

昇格」を次なる目標に据え、１戦１戦チャレンジしていきたい。 

 

「「「「３３３３年生年生年生年生１１１１１１１１名引退名引退名引退名引退」」」」    

 １０／ ９（土）に行われた、VS 加藤学園を最後に３年生１１名の高校サッカーが終了した。

最後のゲーム終了後に３年生達が流した涙は、負けた悔しさではなく、気賀高校サッカー部

で過ごした３年間への想いが詰まったものであったと思う。一瞬一瞬を「本気で」「全力で」

取り組みことを積み重ねてきたからこそ現在の姿がある。３年生達が見せてくれた「魂」は

チームに大きな財産を残してくれたと思う。その「魂」が１，２年生に確実に受け継がれ、

今後の気賀高校サッカー部の大きな糧となることを期待したい。 

   ３年生には気賀高校サッカー部で３年間戦ってきたことに「誇り」を持ち「自信」を持って

今後の人生を歩んでいってもらいたい。 

 

３年間ありがとう。 


